
 

令和７年度第 3 回 

大宮郷土史研究会公開講演会 

『天正十八年 五月  

寿能城は落城したのか』 
 

◆天正十八年五月、寿能城は豊臣軍の侵攻による兵火にかかり岩付 

城と共に落城したのでしょうか。 

◆中世史研究者青木文彦氏が、関連文書や江戸・岩付と周辺地域状 

況、さらに当時の戦闘史料等から、落城と伝えられる天正十八年 

の寿能城の姿を解き明かします。 

 

 講 師: 中世史研究者 

     元さいたま市立博物館長 

青 木 文 彦 氏 

 日  時: 令和８年２月２１日(土曜日) 

 午後 ２ 時 開演 

 場  所: 高鼻コミュニティセンター第五会議室 

      大宮区高鼻町 2－292－1 

 申  込： 当日 先着５０名迄 

 資料代等： ５００円 

 主  催： 大宮郷土史研究会 
        問い合せ先 048-687-8253 

 詳しくは blog「大宮郷土史研究会」をご覧ください。 


